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　約20年ほど前，アメリカのコロラド大学医学部神経学のジェームズ・H・オースチン教授が来日
し，1年間ほど一緒に共同研究したことがあります．帰国心しばらくして彼は，「Chase，　Chance
and　Creation：The　Lucky　Art　of　Novelty（追求，チャンス，創造性：新しいことのための運のよ
い方法）」という著書を送ってくれました．それは，彼の研究生活における長年の経験から，偶然
がどのように追求に結びついて創造性に発展するかを述べたものであり，大変興味深く読みまし
た．
　彼は「チャンスと多様性」の中で，創造的な研究とは一種の冒険であり，それに立ち向かうため
には，積極的な大胆な態度が必要であると述べています．チャンスには次の4つのケースがありま
す．第1は，何ら努力することなく全く偶然にやって来る幸運であり，例えばトランプのブリッジ
で13枚のスペートの持ち札を手にするような場合で，統計学的には6350億回に1回の確率であり
ます．第2のチャンスは，「前進を続けなさい，多分少しも予測していない時何かにつまずくかも
しれません，それがチャンスなのです」というKetteringの原則に従うものであり，好奇心を持っ
ている時，偶発的にやって来ます．第3は，「チャンスは準備された心にのみ恩恵を与える」とい
うPasteurの原則によるものであり，例えばFlemingのペニシリンの発見はこれにあたり，鋭い
観察力と新しい連想を形成する感受性が必要であります．第4のチャンスは，「我々は自分で自分
の運を作り，それを運命と呼ぶ」というDisraeliの原則に従うもので，　Don　Marcelino公爵とそ
の娘によるアルタミラ洞窟での旧石器時代に描かれた動物の絵の発見は，これにあたります．
　オースチン博士はさらに「創造性の根源」の中で，創造性は一つのひらめきによって起こるので
はなく，いろいろな局面において生涯を通じてあらわれると述べています．創造的な研究のできる
人物には，好奇心，想像力，熱中性，識別性並びに根気強さが求められます．
　未解決な問題に対し常に注意と関心を払い，多種多様なかすかな兆候の中から予期しないチャン
スを見つけてそれを追求し，夢見る余裕をもって自由に連想する柔軟性と自発性を持つことが，創
造性を培う上に重要であるという彼の説は，今後ますます，創造的な研究の要求されるわが国の自
然科学者にとって，極めて示唆に富んだ考えといえましょう．
（1）
